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反
し
た
と
い
う
理
由
で
逮
捕
さ
れ
た
。
結
局
、

立
候
補
者
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
急
遽
、

議
会
の
親
エ
ル
シ
ー
シ
会
派
か
ら
無
名
の
ム
ー

サ
ー
氏
が
立
候
補
し
、
選
挙
の
実
施
に
こ
ぎ
つ

け
た
。

　
一
連
の
候
補
者
潰
し
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
国
軍
内
部
の
権
力
闘
争
で
あ
る
。
共
和
国

体
制
成
立
以
降
、
国
軍
は
一
枚
岩
で
あ
っ
た

こ
と
は
な
く
、
歴
代
大
統
領
は
自
身
が
陸
軍

出
身
で
あ
っ
て
も
、
強
大
な
陸
軍
を
掌
握
す
る

の
に
腐
心
し
て
き
た
。
国
軍
内
の
亀
裂
の
実
態

に
つ
い
て
は
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
空
軍
出

身
の
ム
バ
ー
ラ
ク
大
統
領

の
辞
任
後
に
、
空
軍
と
陸

軍
の
間
で
権
力
バ
ラ
ン
ス

の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
陸
軍
内
部
で

も
派
閥
抗
争
が
起
き
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。

　
で
は
、
エ
ル
シ
ー
シ
氏

の
再
選
は
、
今
後
の
エ
ジ

プ
ト
の
内
政
や
外
交
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

の
だ
ろ
う
か
。
現
行
の
憲

法
は
大
統
領
の
三
選
を
禁

じ
て
い
る
。
二
〇
二
二
年

の
任
期
終
了
に
向
け
、
憲
法
を
改
正
す
る
た
め

に
社
会
に
対
す
る
統
制
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。あ
る
い
は
国
軍
内
で
ポ
ス
ト・

エ
ル
シ
ー
シ
を
視
野
に
入
れ
た
動
き
が
水
面
下

で
加
速
す
る
だ
ろ
う
。

　
外
交
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
が
踏
襲
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
ア
ラ
ブ
域
内
で

は
基
本
的
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
足
並
み
を
揃

え
つ
つ
、
軍
事
的
に
は
ロ
シ
ア
、
経
済
的
に
は

中
国
と
の
関
係
を
一
層
強
化
す
る
だ
ろ
う
。
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
エ
ジ
プ
ト
の
人
権
弾
圧
を
口
実

に
軍
事
援
助
を
一
部
停
止
し
た
が
、
オ
バ
マ
以

来
両
国
関
係
は
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
軸
に
基

本
的
に
は
変
化
し
て
い
な
い
。
こ
の
、
や
や
微

妙
な
二
国
間
関
係
は
今
後
も
続
く
だ
ろ
う
。

　
現
在
、マ
ク
ロ
経
済
は
回
復
傾
向
に
あ
る
が
、

エ
ル
シ
ー
シ
の
経
済
改
革
は
中
間
層
以
下
の
生

活
を
直
撃
し
、人
々
の
不
満
は
蓄
積
し
て
い
る
。

経
済
の
低
迷
は
テ
ロ
組
織
に
よ
る
政
権
打
倒
の

口
実
に
も
な
る
。
政
権
の
安
定
は
、
ひ
と
え
に

経
済
の
回
復
如
何
に
か
か
っ
て
い
る
。
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三
月
末
、
エ
ジ
プ
ト
で
大
統
領
選
挙
が
実
施

さ
れ
、現
職
の
エ
ル
シ
ー
シ
（
ス
ィ
ー
ス
ィ
ー
）

氏
が
九
七
％
の
得
票
率
で
再
選
さ
れ
た
。
選
挙

は
、
現
職
と
、
知
名
度
の
低
い
国
会
議
員
ム
ー

サ
ー
・
ム
ス
タ
フ
ァ
氏
と
の
間
で
争
わ
れ
た

が
、
事
実
上
の
信
任
投
票
で
あ
っ
た
た
め
、
選

挙
に
対
す
る
国
民
の
関
心
は
低
く
、
投
票
率
は

四
一
％
で
あ
っ
た
。

　
エ
ル
シ
ー
シ
氏
は
、
一
九
五
四
年
生
ま
れ
で

現
在
六
三
歳
。
カ
イ
ロ
の
庶
民
街
出
身
で
、
父

親
は
職
人
の
親
方
と
い
わ
れ
る
。
士
官
学
校
卒

業
後
は
陸
軍
に
所
属
し
、
軍
諜
報
調
査
局
長
官

を
務
め
た
。
ま
た
信
仰
心
が
篤
い
こ
と
で
知
ら

れ
る
。

　
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
出
身
の
ム
ル
ス
ィ
ー
大
統

領
に
よ
り
、
二
〇
一
二
年
に
国
防
大
臣
兼
国
軍

総
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た
が
、
一
年
後
の
一
三

年
六
月
に
大
規
模
な
反
政
府
デ
モ
が
起
こ
る

と
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
決
行
し
て
こ
れ
ま
で
の
民

主
化
を
白
紙
に
戻
し
た
。
一
四
年
に
は
大
統
領

選
挙
で
当
選
し
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
議
会
選
挙

で
は
、
政
権
に
翼
賛
的
な
議
会
が
成
立
し
た
。

エ
ル
シ
ー
シ
大
統
領
は
、
エ
ジ
プ
ト
が
ア
ラ
ブ

世
界
を
リ
ー
ド
し
た
ナ
セ
ル
の
時
代
を
理
想
と

し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
国
軍
中
心
の
国
家
体
制

を
強
化
し
、
国
民
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
感
情
を

あ
お
る
こ
と
で
支
持
を
獲
得
し
て
き
た
。一
方
、

政
府
に
批
判
的
な
勢
力
は
容
赦
な
く
取
り
締
ま

り
、
歴
代
大
統
領
が
躊
躇
し
て
き
た
付
加
価
値

税
の
導
入
や
補
助
金
削
減
な
ど
の
経
済
改
革
を

断
行
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
大
統
領
の
中
で
、
最

も
行
動
的
か
つ
強
権
的
な
人
物
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　
こ
の
よ
う
な
大
統
領
に
挑
戦
す
る
人
物
は
い

る
の
か
。
立
候
補
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
者
は
、

次
々
と
不
出
馬
を
表
明
し
た
。
最
後
ま
で
立
候

補
の
意
思
が
固
か
っ
た
の
は
三
名
で
、
人
権
活

動
家
で
弁
護
士
の
ハ
ー
リ
ド
・
ア
リ
ー
氏
は
、

当
局
に
よ
る
妨
害
行
為
を
受
け
た
後
、
立
候
補

を
断
念
し
た
。
残
る
二
名
は
空
軍
出
身
者
で
、

ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
最
後
の
首
相
を
務
め
た
元
空

軍
司
令
官
の
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
氏

は
、
ア
ブ
ダ
ビ
で
な
か
ば
亡
命
生
活
を
送
っ
て

い
た
が
、
エ
ジ
プ
ト
帰
国
直
後
に
監
禁
さ
れ
立

候
補
を
取
り
下
げ
た
。
サ
ー
ミ
ー
・
ア
ナ
ー
ン

元
参
謀
総
長
は
、
事
実
上
の
退
役
状
態
に
あ
っ

た
が
、
現
役
軍
人
の
立
候
補
を
禁
じ
た
規
定
に
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